
わせだの町づくり
担い手の発掘を兼ねた活動への取組み

～人材のあつまる仕組みづくり～

早稲田学区社会福祉協議会

会長 西田 志都枝

地域コミュニティ活性化シンポジウム

2021.3.27

1



眺望
早稲田から
市内を望む

正面の山は
二葉山です

NTTクレドから

早稲田学区

夜 景
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早稲田学区とは？

 早稲田学区社協は，東区で平成12年

6月に牛田地区社協から分離独立

 人口：5,963人、世帯数：2,600世帯

 高齢化率：23,8％

令和２年９月末時点 広島市資料より
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町づくりのルーツと仕組み

平成18年3月 第1次町づくりプラン作成
 町づくりの課題を，７つの区分に分類して，プラ
ンを作成

 現在，3次プランの最終年となり，4次プランを5
月発行予定で編集中

町づくりを実践する仕組み
 ７つの課題毎に，プランの実現方法を検討・企画
する組織を立上た（これが７つのネット）

 この組織（７つのネット）は，既存の分野別の各
種団体すべてから委員を選出して構成している

 対策の実施は，既存の各種団体が行う
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早稲田のまちづくりのイメージ
（早稲田では，ネットワーク方式と称している）

社協傘下の各種団体 ７つのネットワーク
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各ネットの組織的位置づけ（早稲田学区社協の組織図）6



７つのネットの構成と役割

各ネットの委員構成・特徴
 全ての地域団体から委員が参加して構成

 構成員は，老若男女，幅広い年齢構成

 課題に対して幅広く自由な発想で協議

 ７つのネット全体の構成人員は約130名

７つのネットの役割
 課題に対する解決策の検討に特化した組織

 解決策の実践組織ではない

●このような位置づけが，７つのネットの構成員の●

●負担を低減させ，継続的活動の原点となっている●
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7つのネット第2，第3の機能

多くの人が集まり、活動を行う人、将来活
躍が期待できる人材の発掘の場になった！

「本来の検討課題に取り組む」以外に「地
域全体の意見収集機能」を有してきた。

世論調査的役割も果たせている

再び ・全ての地域団体から参加
ネットの ・負担が少なく
特長 ・若い人も多く参加全体で130名

ネットの最大の機能は，
「人材のあつまる仕組み」であった。
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ネットの取組みにより実現した施策

「わが町ネット」で検討された、「次代を担う人材育成・
活動する人の底辺を拡大する」についての課題に対し

改善策

① 役員の増員⇒副会長の倍増（複数化）

② 事務局長（員）の倍増

⇒配置していない組織は最低２名の配置

③ 役員の原則７５歳の定年制の導入（老人会等は除く）

※ 実施は各団体で個別事情を勘案し、実施可否・実施時期を判断
※ 実施時期は、準備期間・人材不足等の緩和期間を考慮
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おわりに

～人材のあつまる仕組み～は
7つのネットだった

早稲田ではこの仕組みにより，地域福祉の充実や，
コミュニティの活性化を図っています。

＜わせだの目指すまちづくり＞
ひとがやさしい ひとにやさしい 思いやりのまち

・・・住み続けたい町 わせだ・・・

ご清聴ありがとうございました。

町づくりを進めるための仕組みとして誕生した７つ
のネットは，第2，第3と機能を増し大きく成長
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その他具体的な取り組み事例 １11



その他具体的な取り組み事例 ２12



その他具体的な取り組み事例 ３13



その他具体的な取り組み事例 ４14



その他具体的な取り組み事例 ５15


